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新
年
唐
ス
タ
ー
ト

挨
拶
　
協
議
会
会
長
小
野
正
敏

去
る
、
五
月
二
卜
五
目
、
運
営
協
議
会

構
成
メ
ン
バ
ー
の
代
表
を
は
じ
め
、
来
賓

と
し
て
北
川
市
長
、
市
議
会
議
員
の
方
々
、

市
の
幹
部
の
方
々
、
地
域
の
小
・
中
学
校

の
校
長
先
生
、
地
域
活
動
団
体
の
代
表
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
武
蔵
野
会
館

運
営
院
議
会
第
三
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
席
上
、
座
間
会
長
の
後
を
継

ぎ
、
新
し
く
会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
小

野
と
申
し
ま
す
。
脇
議
会
メ
ン
バ
ー
の
ご

指
導
、
ご
協
力
に
よ
り
、
利
用
し
や
す
い

会
館
に
す
る
と
と
も
に
、
会
館
を
中
心
に

し
た
地
域
活
動
を
促
進
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
　
「
安
全
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
　
「
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
に

加
え
　
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
　
と

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ら
四
委
員
会
の
活
動

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
「
安
全
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
　
で
は
、
現
在
継
続
中
の
見
守

り
活
動
に
加
え
て
、
緊
急
連
絡
網
の
点
検
、

青
パ
ト
試
行
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
　
「
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
　
で
は
、
ア
ダ

プ
ト
活
動
団
体
の
新
規
立
ち
上
げ
と
面
的

拡
充
、
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
る
P
．
R
．

活
動
、
地
域
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
委
員
会
」

で
は
、
地
域
内
の
健
康
団
体
と
の
連
携
・

支
援
、
新
し
い
講
座
の
開
設
、
講
演
会
の

開
催
を
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
い

た
し
ま
す
。

「
会
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
　
は
本
年

度
の
会
館
祭
り
を
十
一
月
三
日
　
（
祝
日
）

と
し
、
利
用
者
団
体
代
表
を
含
む
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
利
用
者
団
体
発
表
の
場
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
　
ま
た
、
第

二
回
会
館
ま
つ
り
に
募
集
し
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
標
語
六
篇
を
看
板
に
し
地
域

内
に
掲
示
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
も

継
続
し
て
看
板
を
作
成
し
、
昨
年
度
行
渡

ら
な
か
っ
た
地
域
に
掲
示
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今
日
、
私
た
ち
の
地
域
に
お
い
て
も
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

の
拡
大
、
価
値
観
の
多
様
化
等
に
よ
り
発

生
す
る
地
域
課
題
の
解
決
を
、
行
政
に
頼

っ
て
い
く
だ
け
で
は
、
厳
し
い
地
方
財
政

事
情
等
に
よ
り
限
り
が
あ
り
、
地
域
住
民

の
知
恵
と
活
動
で
、
行
政
と
協
働
し
な
が

ら
解
決
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
行
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
二
つ
の
委
員
会

活
動
を
活
性
化
し
地
域
の
課
題
解
決
能
力

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
脇
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
年
五
月
二
十
五
日

●
市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

第
三
回
定
期
総
会
開
催

青
空
が
広
が
る
五
月
晴
れ
、
「
市
立
武
蔵
野
会
館

運
営
協
議
会
」
の
第
三
回
定
期
総
会
が
五
月
二
十
五

日
午
後
三
時
か
ら
武
蔵
野
会
館
集
会
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
賓
十
八
名
、
四
十
五
団
体
四
十
一
名
、

あ
わ
せ
て
五
十
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
運
営
協
議
会
の
座
間
会
長
の
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
案
は
七
号
あ
り
、
慣
次
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
活
動
報
告

第
二
号
議
案
平
成
十
九
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案
平
成
十
九
年
度
監
査
報
告

第
四
号
議
案
　
平
成
二
〇
年
度
活
動
計
画
（
案
）

第
五
号
議
案
平
成
二
〇
年
度
予
算
（
案
）

第
六
号
議
案
会
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
平
成
二
〇
年
度

役
員
遠
出
に
つ
い
て

各
議
案
と
も
、
異
議
な
し
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
の
運
営
協
議
会
の
活
動
実
績
の
補

足
説
明
を
細
介
し
ま
す
。

1
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

児
童
・
生
徒
の
安
全
見
守
り
活
動
を

中
心
に
開
始

①
協
力
員
の
増
強

協
力
員
　
二
一
名
。
二
〇
年
度
新
入
生

の
送
迎
時
の
特
別
巡
回
の
呼
び
か
け
。

②
「
ピ
ー
ポ
く
ん
の
家
」
の
増
設

年
度
初
の
三
三
件
か
ら
個
人
関
係
三
一

件
、
中
神
工
業
団
地
協
力
会
関
係
二
四

件
合
計
五
五
件
に
増
設
。
地
域
内
に
八
八

件
の
看
板
を
掲
示
。

③
学
校
か
ら
地
域
へ
の
「
緊
急
連
絡
網
」
整
備

三
小
学
校
・
一
中
学
校
と
の
連
絡
網
が
整

備
完
了
。

④
交
通
安
全
講
習
会
の
実
施

⑤
外
部
で
の
報
告
・
講
演
に
よ
る
P
R

地
域
安
全
の
集
い
・
市
民
講
座
家
庭
教
育

セ
ミ
ナ
ー
（
子
ど
も
を
取
り
巻
く
事
件
を

考
え
る
）

2
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

中
神
駅
北
地
域
の
社
会
基
盤
整
備
進
捗

に
あ
わ
せ
て
、
「
地
域
全
体
を
美
し
く
清
潔
で

安
全
な
ま
ち
に
し
よ
う
」
と
の
趣
旨
で
立
ち
上
げ

①
ア
ダ
プ
ト
団
体
新
規
登
録
に
よ
る
活
動
開
始

・
武
蔵
野
小
学
校
通
学
路
瑛
二
十
六
名

三
多
摩
市
場
か
ら
学
校
前
歩
道
橋
ま

で
の
花
壇
を
造
成
し
管
理
す
る

・
文
化
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
球
十
二
名

文
化
自
治
会
内
、
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校

通
学
路
の
一
部
と
つ
つ
じ
が
丘
公
園
の

清
掃
美
化

②
地
域
内
ア
ダ
プ
ト
登
録
団
体
連
絡
会
の
開
催

・
ク
リ
ー
ン
北
文
化
く
す
の
き
会
九
名

北
文
化
公
園

・
昭
島
市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
十
名

美
の
宮
公
園

・
昭
文
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
十
五
名

新
畑
子
ど
も
の
広
場

・
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
五
名

武
蔵
野
会
館
花
壇

・
昭
文
自
治
会
さ
く
ら
会
七
名

中
神
駅
北
口
駅
前
広
場
周
辺
道
路

と
新
設
二
団
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
内
美
化

清
掃
活
動
の
推
進
を
確
認
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心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
委
員
会

昭
島
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
特
に
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
運
動
を
地
域
に
広
げ
て
い
こ
う

と
企
画
。
武
蔵
野
会
館
を
使
用
し
て
行
う
講

座
を
再
案
内
し
参
加
を
呼
び
か
け

①
元
気
歯
つ
ら
つ
健
口
講
座
・
第
一
回
・

②
高
齢
者
イ
キ
イ
キ
、
ニ
コ
ニ
コ
介
護
予
防
教
室

③
元
気
歯
つ
ら
つ
健
口
講
座
・
第
二
回
・

第
2
回
「
会
館
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
メ
ン
バ
ー

お
よ
び
市
立
武
蔵
野
会
館
利
用
者
の
交
流

と
活
動
発
表
の
場

①
日
程
　
十
一
月
三
日
・
四
日

②
内
容
　
講
演
会
、
展
示
、
舞
台
発
表
、
バ
ザ
ー
、

模
擬
店

③
来
館
者
数
　
約
六
百
名
で
盛
会

④
そ
の
他
　
利
用
団
体
の
参
加
と
協
力

共
通

①
　
防
災
、
美
化
、
交
通
安
全
の
標
語
募
集
と

入
選
作
の
表
彰
　
最
優
秀
作
品
六
篇
を

含
む
二
四
篇

②
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ
ス
の
発
行
　
六
号
七
号
八
号

第
六
号
議
案
の
会
則
一
部
変
更
に
つ
い
て

二
暫
＝
闇
凰
役
員
の
う
ち
≡
総
務
二
名
を
若

干
名
と
変
更
す
る
。

第
七
号
議
案
の
二
〇
年
度
新
役
員
の
細
介

会
　
長
　
小
野
正
敏
自
治
連
会
長
、
二
十
ブ
ロ
ッ
ク
長

副
会
長
　
高
瀬
　
武
　
自
治
連
第
一
五
ブ
ロ
ッ
ク
長

副
会
長
　
丹
羽
勝
吉
　
前
自
治
連
第
一
五
ブ
ロ
ッ
ク
長

副
会
長
兼
多
良
芳
幸
　
ウ
イ
ズ
ユ
ー
ス

会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
南
小
地
区
会
館
担
当

会
計
　
大
槻
修
久
　
ウ
イ
ズ
ユ
ー
ス
武
蔵
野
小

地
区
副
委
員
長

総
務
　
座
間
康
臣
　
文
化
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

総
務
　
高
松
勉
　
一
般

総
務
　
高
木
繁
雄
　
プ
レ
イ
シ
ア
自
治
会
顧
問

総
務
　
泉
谷
勉
　
　
昭
文
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
会
長

監
事
　
　
川
島
久
義
　
民
竿
児
童
委
員

監
事
　
松
田
隆
雄
　
防
犯
む
さ
し
の
支
部
長

総
会
は
、
最
後
に
昭
島
市
長
北
川
穣
一
氏
を
始

め
と
し
た
ご
来
賓
か
ら
の
ご
挨
拶
を
戴
き
、
無
事

終
了
し
ま
し
た

尚
、
総
会
終
了
後
、
来
賓
と
一
緒
に
懇
親
会
を

行
い
、
交
流
を
深
め
、
総
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た。

宅
全
盲
ち
づ
く
り
季
長
会
協
力
員
と
し
て

こ
協
力
の
訴
摩
い

～
見
守
l
I
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加
を
～

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
見
守
り
活
動
を
会
館
設
立
以
来
運
営
協
議
会

活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
勧
め
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
一

一
〇
余
名
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、
登
下
校
時
定
期

的
に
あ
る
い
は
散
歩
な
ど
の
際
不
定
期
的
に
見
守
り

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
「
見
守
り
の

目
」
を
地
域
に
よ
り
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
事
件
・
事

故
の
抑
止
・
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
武
蔵
野
会
館
受

付
に
「
申
込
書
」
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
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各派合同の詩吟大会（詩吟・剣舞）に数名の友人を誘い、その美しいメロデーに感嘆し

ての帰りに一杯飲みながが「日本古来の詩はすぼらしい、昭島でも始めよう」と話が纏

まり、武蔵野小学校旧学童重で平成13年に発足いたしました。初夏、校庭には葉桜が

色濃く茂り、夏鳥に入れ替わる季節で7名の部員は新規加入者を期待しながら練習を続

けました。そのうちに武蔵野会館建設の説明会が開かれ何度か出席して内容が明らかに

なるにつれ期待感は膨らみ、できあがるのを千秋の想いで待っていました。．申込方法な

ど始めての事ばかり、少々戸惑いましたが音楽室の快適さは武蔵野小学校旧学童室の比

ではなく、コンダクターの音色は快適に同和して月2回の練習日が楽しみの一ツとなり

ました。部員も次第に増加して現在では14名になりました。歌謡曲とは－一味違う吟じ

方を佐久間岳菱先生に指導されながら、根強い癖をとる練習に精進しています．ユ　古来、

格調の高い歌詞（漢詩・和歌・俳句）は武士の嗜みとして広く吟じられていたものであ

り、生活の困難を乗り越える時の励ましとして多くの方に引き継がれ愛好され続けてい

ます。吟じ方は各派ありますがこの武蔵野教場は日本詩吟学院岳風会（会員7万人）の

中で、公吟会の一教場であり主流派に属します。

姿勢正しく腹の底から出す声はカロリーを発散させ老化に対抗しメタボの進行を食い

止めています。更に奥の深いもので長く続ける事で成果が出ると堅く信じ多くの愛好家

の育成に勤めています。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

「
第
一
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

五
月
十
日
（
土
）
　
八
時
三
〇
分
か
ら
一
〇
時
ま
で
、
小
雨

の
な
か
中
神
北
口
で
、
当
日
行
わ
れ
た
A
バ
ス
北
ル
ー
ト
開

通
記
念
式
典
参
加
者
や
、
通
勤
通
学
そ
の
他
乗
降
客
対
象
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
神
駅
北
口
広
場

が
ほ
ぼ
完
成
し
て
き
れ
い
な
駅
前
に
な
っ
た
の
に
合
わ
せ

《
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
》
と
武
蔵
野
会
館
運
営
協

議
会
の
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
活
動
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。
当
日
は
A
バ
ス
の
北
ル
ー
ト
開
通
の
セ
レ
モ

ニ
ー
も
あ
り
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

の
役
員
・
委
員
会
委
員
・
地
域
内
ア
ダ
プ
ト
登
録
七
団
体
か

ら
約
六
〇
名
参
加
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
携
帯
灰
皿
の
配
布
を

マ
ナ
ー
の
呼
び
か
け
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。
市
長
か
ら
も

激
励
を
い
た
だ
き
大
変
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


